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*園事と してのフランス語安

「

言
語
政
策
」
と
は
言
語
と
社
会
を
め
「
る
選
択
に
か
か
わ
る
理
論
や

政
策
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
な
ど
に
言
語
政
策
を
導
入
す
る
「
言
語
計

画
」
と
区
別
さ
れ
る
。

人
聞
は
何
ら
か
の
原
理
に
基
づ
き
、
言
語
の
本

体
{コ
ー

パ
ス
)
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
し

、

言
語
の
地
位
{
ス
テ
ー

タ
ス
)
や
教
育
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
も
介
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
体
や
地
位
へ
ど
の
よ
う
な
介
入
を
行
わ
れ
、

ま
た
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

町lR

フ
ラ
ン
ス

語
本
体
へ
の
介
入

言
語
本
体
へ
の
介
入
と
は
、
言
語
の
標
準
化
、
新
語
の
取
り
扱
い
、
綴

字
法
、
発
音
、
文
字
な
ど
に
か
か
わ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
言
語
政
策
の
特
色
の

一
つ
は

「
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ

ラ
ン
セ
1

ズ
(
〉
g
量
ヨ
5
F

旬
宮
湾
)
」
の
存
在
に
あ
る
。
こ
の
機
関
は1
6

3
5

年
に
国
王
ル
イ
日
世
と
宰
相
リ
シ
ュ
リ
ユ
ー
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典

の
編
集
、
文
法
の
確
定
、
修
辞
学
教
科
警
の
作
成
を
主
な
目
的
と
し
て
創

設
し
た
も
の
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー

・

フ
ラ
ン
セ

l

ズ
の
辞
典
は
2

0
1
0

年

に
第
9

版
の
途
中
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
典
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

規
範
を
つ
く
り
あ
げ
る
も
の
で
、
新
語
が
「
正
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
フ
ラ
ン
セ
l

ズ
の
承
認
に
か
か
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
介
入
は
そ
の
綴
字
法
に
も
認
め
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
そ
の
成
立
に
あ
た
り
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ

リ
シ
ャ
語
と
い
っ
土
語
源
を
尊
重
す
る
よ
う
な
綴
字
法
を
取
り
入
れ
た
た
め
、
発
音
さ
れ
な
い
文
字
や
綴
h

，
字
記
号
な

ど
が
多
く
、

複
雑
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
も
書
き
取
り
は
容
易
で
は
な
い
。
国
民
教
育
の
始
ま
っ
たゆ
世
紀
後
半

か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
綴
字
法
改
革
は
た
び
た
び
政
治
課
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
首
相
の
意
向
を
受
け
て
フ

ラ
ン
ス
語
高
等
評
議
会
は
1
9
9
0

年
に
綴
字
法
の
改
革
案
を
提
出
し
、
簡
素
化
さ
れ
た
綴
字
法
は
ア
カ
デ
ミー

フ

ラ
ン
セ
l

ズ
に
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
現
行
の
綴
字
法
と
の
共
存
の
か
ぎ
り
で
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
改
革
は
事

実
上
十
分
な
効
力
を
も
た
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
言
語
問
題
は
国
事
な
の
で
あ
る
。

t
l
z
 

フ
ラ

ン
ス
語
の
地
位
へ
の
介
入

言
語
の
地
位
へ
の
介
入
と
は
、
あ
る
言
語
を
公
用
語
な
ど
に
定
め
る
こ
と
な
ど
を
意
味
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
が
法
的
な
地
位
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
近
年
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
へ
向
け
た
マ

l

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
、
ま
た
圏

内
に
お
げ
る
英
語
の
侵
入
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

1
9
9
2

年
に
憲
法
第
2

条
を
改
正
し
、
「
共
和
国
の
言
語
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
」
と
の
条
項
を
付
け
加
え
た
。
こ
の
条
項
は

7

一
フ
ン
ス
語
の
地
位
を
新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
が
唯

一
の
国
語
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
成
立
の
経
緯
と
深
い
関
係

が
あ
る
。

そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
誕
生
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
が
事
実
上
、
唯
一
の
国
語
と
な
っ
た
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み

F
-
s

。

t
b
 

四9



@ 
政治と外交

フ
ラ
ン
ス
語
の
誕
生
は
、
西
ロ
ー

マ
皇
帝
カ
ー

ル
大
帝
の
2

人
の
孫
、
西
フ
ラ
ン
ク
王
国
(
後
の
フ
ラ
ン
ス
)
の
王

シ
ヤ
ル
ル
2

世
禿
頭
王
と
東
ブ
ラ
ン
ク
王
国
(
桂
の
ド
イ
ツ
)
の
王
ル

1

ト
ヴ
ィ
ヒ

2

世
と
聞
で
8
4
2

年
に
取
り

交
わ
さ
れ
た
「
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
の
嘗
約

」

に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
時
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
言
語
を
使
用
し
、

シ
ャ
ル
ル
は
ゲ
ル
マ
ン
語
で
、
ルー
ト
ヴ
イ
ヒ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
箸
約
を
行
い
、
領
土
を
確
定
し
た
。
こ
の
文
書
は
フ

ラ
ン

ス
語
最
古
の
資
料
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
起
源
が
国
境
の
策
定
作
業
、
す
な
わ
ち
権
力
の
所
在
に
直
結
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
形
成
に
は
長
い
時聞
を
必
要
と
し
た
。
王
権
に
支
え
ら
れ
た
オ
イ
ル
語
は
、
時
遊
詩
人
ト

ル
パ
ド
l

ル
が
宮
廷
恋
愛
を
う
た
っ
た
オ
ッ
ク
語
の
勢
力
を
次
第
に
奪
い
、
王
権
の
拡
大
と
と
も
に
オ
イ
ル
語
は
正
統

性
を
獲
得
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
へ
と
進化
し
、
圏
内
に
普
及
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
は
下
り
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ

1

世
は
1

5
3
9

年
に
「
ヴ
ィ
レ
ル
"
コ
ト
ゥ
レ
の
勅
令
」
を
発
布
し
、
こ

れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
政
策
は
本
格
化
す
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワl
世
は
こ
の
勅
令
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
法
廷
や
公
証

人
証
書
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
の
使
用
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
置
き
換
え
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
は
、
法
廷
だ
け
で

な
く
、
地
域
語
の
話
さ
れ
て
い
る
土
地
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
を
命
じ
る
結
果
と
な
っ
克
。

同
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
重
要
な
政
治
課
題
と
し
た
。
革
命
議
会
の
依
頼
を
受
け
た
ジ
ャ
コ
パ

ン
派
代
議
土
グ
レ
ゴ
ワ
l

ル
師
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
を
普
及
さ
せ
る
手
段
に
関
す
る
報
告
書
」
を
提
出
し
、
フ
ラ

ン
ス
語
普
及
の
実
態
を
報
告
す
る
。
グ
レ
ゴ
ワ
l

ル
師
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
圏
内
人
口
約
2
6
0

0

万
人
の
う
ち
、
同

県
で
は
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
し

(
1
1
0
0万
人
)
、
他
の
県
で
は
地
域
語
の
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
も
話
せ
る
住

民
が
3

0
0

万
人
、
か
ろ
う
じ
て
話
せ
る
住
民
が

6

0
0

万
人
、
残
り
の
6

0
0

万
人
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
わ
か
ら
な
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か
っ
た
と
い
う
。
革
命
家
士
ち
は
、
「一
つ
の
国
民
、

一
つ
の
法
、
一
つ
の
言
語
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
地
域
語

の
撲
滅
と
言
語
統
一
を
主
張
し
た
。
地
域
語
は
、
迷
妄
や
無
知
蒙
味
、
さ
ら
に
は
反
革
命
の
し
る
し
と
み
な
さ
れ
、
こ

の
一
方
で
フ
ラ
ン
ス
語
は
自
由
平
等
、
共
和
主
義
の
道
具
と
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
っ
て
共

和
主
義
思
想
を
普
及
す
る
と
同
時
に
地
域
語
を
追
放
す
る
言
語
政
策
は
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
。
1

8
3
3

年
の
ギ
ゾ
1

法
は
各
市
町
村
に
小
学
校
な
ど
の
設
置
を
義
務
づ
け
、
学
校
教
育
を
通
じ
た

フ
ラ
ン
ス
語
普
及
を
図
る
も
の
だ
っ
た
が
、
ゆ
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
状
況
は
好
転
し
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
本
土
で

の
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
に
実
効
性
が
生
じ
る
の
は
、
同
世
紀
後
半
の
第
三
共
和
政
下
で
ジ
ュ
ー

ル
・

フ
ェ
リ
ー

の
導
入
し

た
教
育
の
義
務
化
、
無
償
化
、
非
宗
教
化
に
関
す
る
教
育
改
革
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
一
連
の
改
革
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
に
よ
る
共
和
主
義
的
市
民
の
創
出
を
狙
う
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
地
域
語
に
よ
る
宗
教
教
育
を
推
進
し
て
き

た
カ
ト

リ

ッ
ク
教
会
の
勢
力
を
公
共
の
場
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
学
校
教
育
を
通

じ
て
フ
ラ
ン
ス
圏
内
に
次
第
に
広
ま
る
が
、
そ
の
後
の
言
語
普
及
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
第一次
世
界
大
戦

時
の
国
民
の
徴
兵
と
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
発
展
で
あ
っ
た
。
軍
隊
の
指
揮
系
統
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
わ
れ
た
た

め
、
徴
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
政
策

1
9

9

2

年
に
憲
法
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
地
位
を
明
文
化
し
た
こ
と
を
う
け
、1
9
9

4

年
に
は
ト
ゥ

1

ポ
ン
法
と
よ

ば
れ
る
言
語
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
1
9

7

5

年
制
定
の
パ
"
ロ
リ
オ
ル
法
を
修
正
し
た
も
の
で
、
英
語
の
進

捗
す
る
圏
内
情
勢
を
懸
念
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
優
位
性
を
改
め
て
確
認
し
、
フ
ラ
ン
ス
園
内
の
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
の
義
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務
化
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
法
令
だ
け
で
は
な
く
、
労
使
関
係
、
消
費
分
野
、
教
育
分
野
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ヴ
イ

ジ
ユ
ア
ル
分
野
、
学
術
分
野
に
介
入
す
る
。
し
か
し
憲
法
評
議
会
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ら
び
に
私
人
の
活
動
に
使

用
す
る
用
語
を
法
が
決
定
す
る
こ
と
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
」
第日
条
(
表
現
の
自
由
)
に
反
す
る
と
判
断
し
、
こ

の
法
律
の
実
効
性
は
幾
分
弱
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
判
断
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
地
成
語
や
外
国
語
を
含
む
多
言

語
社
会
で
あ
る
こ
と
を
事
実
上
認
め
た
も
の
で
、
憲
法
お
よ
び
ト
ゥ

l

ポ
ン
法
の
推
し
進
め
る
単
一
言
語
主
義
に
反
し

た
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
法
律
は2
0
0
6

年
に
修
正
さ
れ
、
電
子
媒
体
へ
の
介
入
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か

に
も
、
輸
入
品
に
は
7

ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
や
説
明
が
伴
う
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
圏
内
で
の
国
際
列
車
の
運
行
に
当
た
っ
て

は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
案
内
を
加
え
る
こ
と
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
中
で
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
擁
護
す
る
一
方
で
、
多
言
語
社
会
の
現
実
を
も
受
け
止
め
て
い
る
。

園
内
の

言
語
政
策
は
言
語
法
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
分
野
に
も
関
係
し
、「
多
言
語
主
義
宣
E

E
明
E
2
)」
と
し
て

展
開
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は1
9
8
0

年
代
半
ば
よ
り
母
語
プ
ラ
ス2
言
語
を
習
得
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
教
育

を
進
め
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
多
言
語
主
義
教
育
政
策
の
重
要
な
牽
引
役
を
担
っ
て
お
り
、
園
内
の
外
国
語
教
育

の
整
備
に
余
念
が
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
自
国
の
教
育
制
度
に
多
言
語
主
義
を
導
入
L

、
英
語
プ
ラ
ス
l

言
語
の
学
習
体

制
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
英
語
に
よ
る
単

一
言
語
主
義
が
ヨー
ロ
ッ
パ
を
支
配
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う

、
他
国
に

も
同
じ
よ
う
な
制
度
を
期
待
し
、
英
語
に
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
を
進
め
る
よ
う
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
国
際
社
会
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
生
き
残
り
を
模
索
し
て
い
る
。
圏
外
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
は
「
文
化
外
交
」
(
第
印
章
参

照
)
と
し
て
展
開
す
る
対
外
政
策
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
圏
内
の
教
育
体
制
に
通
底
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
外
国
語
教
育
は
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
、
多
様
性
に
聞
か
れ
て
い
る
。
2
0
0
8

年
以
降
、
現
代
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語
(
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
と
い
っ
た
古
典
語
を
の
ぞ
い
た
外
国
語
)
教
育
は
小
学
校

l

年
次
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
る
。
2

年
次
よ
り
本
格
的
な
言
語
学
習
が
始
ま
り
、
英
語
に
限
ら
ず
8

言
語
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
で
の
言
語
選
択

の
幅
は
さ
ら
に
増
え
、
日
山
の
現
代
語
(
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
現
代
ヘ

プ
ラ
イ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
日
本
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ロ
シ
ア
語
、
タ
ミ

l

ル
語
、
ト
ル
コ
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
)
とU
の
地
成
語
(
パ
ス
ク
語
、
プ
ル
ト
ン
語
、
カ
タ
ル

l

ニ
ャ
語
、
コ
ル
シ
カ
語
、
ク
レ
オ
l

ル
語
、
ガ
ロ
語
、
メ

ラ
ネ
シ
ア
諸
語
、
ア
ル
ザ
ス
諸
語
、
モl
ゼ
ル
諸
語
、
オ
ッ
ク
語
、
タ
ヒ
チ
語
)
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
第
二
現
代
語
教
育
は

中
学
校
2

年
次
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
リ
セ
修
了
ま
で
続
く
巴
そ
し
て
リ
セ
修
了
と
大
学
入
学
資
格

の
二
つ
の
機
能
を
も
っ
パ
カ
ロ
レ
ア
で
は
、
必
修
科
目
と
し
て
町
現
代
語
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
諸
言
語
や
フ

ラ
ン
ス
の
地
域
語
を
含
め
て
辺
言
語
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
選
択
科
目
と
し
て
の
第
二
現
代
語
に
な
る
と
選
択

の
幅
は
古
ら
に
広
が
り
、
日
目
言
語
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
マ
ラ
ガ
シ
語
や
イ
ン
ド
の
ヒ

ン
ヂ
ィ
語
の
よ
う
に
、
移
民
が
フ
ラ
ン
ス
に
も
ち
込
み
、
学
校
教
育
の
取
り
扱
っ
て
い
な
い
非
領
域
言
語
も
含
ま
れ
て

い
る
。
(

西
山
数
行
)
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